








































（DiPietro & Porges, 1991; Fox, 1989; Stifter & Fox, 
























用いる。Mizukami, Kobayasi, Iwata, & Ishii（1987） や
Mizukami, Kobayasi, Ishii, & Iwata（1990）が、母親
と分離された乳児の皮膚温が低下することを示して
以来、赤外線サーモグラフの情動研究への適用は次




















教師による行動評定としてLadd & Profilet （1996）







































た（r ＝ －.349, p＜ .10：表４）。また被選択数はネ
ガティブ場面後安静の鼻頭体表温（初回安静時との






















ポジティブ場面 ネガティブ場面 ポジティブ場面後安静 ネガティブ場面後安静 
図１　フェーズごとの表情表出の程度（Max＝５）
表１　表情変化の評定






















5 大きな変化 表情から感情が読み取れる ｔ． 笑い、恐怖など明確に読み取れる表情
表２　フェーズごとの表情表出の程度（Max＝５）
ポジティブ場面 ネガティブ場面 ポジティブ場面後安静 ネガティブ場面後安静
平均 2.21 2.24 2.40 2.64
SD 0.20 0.19 0.19 0.15
表３　フェーズごとの体表温（初回安静時との差）
ポジティブ場面 ネガティブ場面 ポジティブ場面後安静 ネガティブ場面後安静
平均 －.18 －.29 －.18 －.23
SD 0.39 0.62 0.52 0.61
表４　被選択数と表出・体表温の相関
ポジティブ場面 ネガティブ場面 ポジティブ場面後安静 ネガティブ場面後安静
表情表出 －.233 －.349＋ －.076 －.080
























































（1, 22）＝5.23, p＜ .05）、ポジティブエピソード直後
安静時（F（1, 22）＝8.43, p＜ .01）、ネガティブエピ































n ポジティブ場面 ネガティブ場面 ポジティブ場面後安静 ネガティブ場面後安静
男児 攻撃Ｌ 9 1.78 2.11 2.33 2.61
0.97 0.97 1.06 0.71
攻撃Ｈ 5 3.00 2.50 3.20 2.77
0.93 0.66 0.75 0.69
女児 攻撃Ｌ 8 2.38 2.35 2.13 2.73
0.83 0.98 0.99 0.96
攻撃Ｈ 4 1.88 1.96 2.13 2.38
1.11 1.43 0.48 0.52
男児 向社会Ｌ 10 2.35 2.30 2.80 2.75
1.20 0.98 1.08 0.72
向社会Ｈ 4 1.87 2.13 2.25 2.46
0.85 0.55 0.87 0.60
女児 向社会Ｌ 9 2.00 2.28 1.94 2.65
0.94 1.11 0.88 0.93
向社会Ｈ 3 2.83 2.06 2.67 2.50
0.58 1.25 0.29 0.73
男児 非社会Ｌ 8 2.38 2.38 2.94 2.81
1.18 0.83 0.90 0.64
非社会Ｈ 6 2.00 2.08 2.25 2.47
1.05 0.95 1.13 0.74
女児 非社会Ｌ 9 2.33 2.37 2.22 2.65
1.03 1.15 0.87 1.00
非社会Ｈ 3 1.83 1.78 1.83 2.50
0.29 0.96 0.76 1.67
男児 被排斥Ｌ 11 2.18 2.26 2.68 2.68
1.21 0.96 1.15 0.77
被排斥Ｈ 3 2.33 2.22 2.50 2.61
0.76 0.54 0.50 0.19
女児 被排斥Ｌ 12 2.21 2.22 2.13 2.61
0.92 1.10 0.83 0.86
被排斥Ｈ － － － － －
－ － － －
男児 不安Ｌ 7 1.79 1.88 2.36 2.45
0.86 0.72 0.85 0.36
不安Ｈ 7 2.64 2.62 2.93 2.88
1.21 0.88 1.17 0.88
女児 不安Ｌ 6 2.08 2.36 2.17 2.42
1.07 1.27 1.13 1.13
不安Ｈ 6 2.33 2.08 2.08 2.81
0.82 0.98 0.49 0.50
男児 過活動Ｌ 4 1.75 1.88 1.75 2.29
0.87 0.82 0.87 0.21
過活動Ｈ 10 2.40 2.40 3.00 2.82
1.17 0.88 0.88 0.75
女児 過活動Ｌ 7 2.42 2.17 2.29 2.62
0.93 1.21 0.99 0.97
過活動Ｈ 5 1.90 2.30 1.90 2.60
0.89 1.05 0.54 0.79









































n ポジティブ場面 ネガティブ場面 ポジティブ場面後安静 ネガティブ場面後安静
男児 低被選択 7 －.229 －.371 －.423 －.524
.365 .484 .616 .547
高被選択 7 .074 .183 －.187 .117
.354 .487 .753 .384
女児 低被選択 6 －.465 －.528 －.493 －.621
.497 .560 .570 .356
高被選択 6 －.117 －.017 －.095 .112
















n ポジティブ場面 ネガティブ場面 ポジティブ場面後安静 ネガティブ場面後安静
男児 攻撃Ｌ 9 －.059 －.379 －.044 －.222
.480 .848 .668 .673
攻撃Ｈ 5 －.110          －.270 －.184 －.170
.072 .227 .261 .350
女児 攻撃Ｌ 8 －.356          －.433 －.271 －.298
.472 .552 .609 .807
攻撃Ｈ 4 －.160 .145 －.275 －.170
.102 .423 .221 .475
男児 向社会Ｌ 10 －.073          －.278 －.100 －.262
.442 .660 .619 .588
向社会Ｈ 4 －.088          －.495 －.080 －.058
.196 .805 .389 .546
女児 向社会Ｌ 9 －.306          －.231 －.286 －.398
.417 .629 .576 .487
向社会Ｈ 3 －.247          －.267 －.233 .173
.385 .440 .203 1.151
男児 非社会Ｌ 8 －.183          －.498 －.221 －.175
.321 .803 .554 .716
非社会Ｈ 6 .063          －.130 .075 －.242
.434 .452 .540 .321
女児 非社会Ｌ 9          －.343          －.194 －.320 －.208
.440 .639 .575 .799
非社会Ｈ 3 －.133          －.377 －.130 －.397
.150 .332 .089 .217
男児 被排斥Ｌ 11 －.055          －.337 －.076 －.177
.427 .770 .619 .625
被排斥Ｈ 3 －.160          －.350 －.160 －.300
.115 .197 .154 .296
女児 被排斥Ｌ 12          －.291          －.240 －.273 －.255
.392 .569 .499 .693
被排斥Ｈ － － － － －
－ － － －
男児 不安Ｌ 7 －.153 －.471 －.136 －.210
.082 .571 .341 .338
不安Ｈ 7 －.001          －.201 －.053 －.197
.540 .796 .729 .756
女児 不安Ｌ 6 －.477          －.262 －.400 －.485
.483 .807 .703 .596
不安Ｈ 6 －.105 －.218 －.145 －.025
.150 .245 .123 .758
男児 過活動Ｌ 4 －.048 －.693 －.075 －.363
.251 .653 .266 .219
過活動Ｈ 10 －.089 －.199 －.102 －.140
.432 .669 .640 .653
女児 過活動Ｌ 7 －.213 －.164 －.081 －.050
.236 .580 .294 .793
過活動Ｈ 5          －.400 －.346 －.540 －.542
.560 .601 .634 .448
Ｌ：低群　Ｈ：高群 .  なお被排斥では女児に高群はいなかった。
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